
 

横浜港港湾計画改訂の取組状況について 

 
 次期改訂は、目標年次を平成３０年代後半とし、その計画内容について、横浜市民、   

港湾関係者、学識経験者、関係行政機関及び本市関係部局で構成する「横浜港港湾計画検

討部会」を設置し検討を進めております。 
 

１ 取組状況 

（１）横浜港港湾計画検討部会（部会長；鬼頭平三氏(社団法人日本港湾協会理事長)） 

  平成２４年１０月２６日に検討部会及びワーキンググループ（WG）の合同による第

１回横浜港港湾計画検討部会を開催しました。 
 ・検討内容 

    第１回検討部会では、横浜港の現状と課題について議論し、横浜港の役割である 
１．国際競争力のある港 
２．市民が集い憩う港 
３．安全・安心で環境にやさしい港 

に基づき、以下の１０項目について検討を進めていくこととしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【主な意見】 
・国際競争力の強化については、多様な貨物への質の高い対応が必要である。 
・観光や交流に関しては、水上交通なども含め広域に検討するとともに、スピード感 
をもって対応すべきである。 

・再開発に当たっては、物流機能との共存について慎重な検討が必要である。 
・船会社や荷主から選ばれる港になるためには地球温暖化対策への取組が欠かせない。 
・市民と港の距離をいかに縮めるかという観点を常に持ちながら議論を進めるとよい。 

 

①国際競争力のある港 

コンテナ取扱機能の強化 

臨海部の道路体系の強化 

在来ふ頭の再編強化 

ふ頭の再開発 

臨海部における賑わい創出 

客船寄港の促進 
 

②市民が集い、憩う港 

防災機能の強化 

水域の適正な利用 

環境保全への取組 

③安全・安心で 

環境にやさしい港 

新規開発空間の検討 
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（２）港湾施設視察会 

  第１回検討部会後の１２月１０日に、横浜港の現状について理解を深めていただくた

め、港湾施設視察会を実施しました。 

 
２ 今後の予定 

  第２回検討部会を２５年３月頃に開催し、計画フレームや個別計画などについてご議

論いただく予定です。引き続き検討部会やパブリックコメントを行った上で原案を作成

し、その後改訂の手続きを進めます。 
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